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ステップ４ 危険性又は有害性の特定 

 
リスクアセスメントは、一度にすべての機械・設備、化学物質、作業方法等を対象

に実施することが理想的ですが、職場にはリスクの高いものから低いものまで無数に

危険性又は有害性が存在することから、すべてを対象として実施することは現実的に

困難であり、対象を絞り込むことが大切です。 
 

まず、「ステップ２ 実施時期（１）随時の実施」が義務づけされているものは、

その都度、必要な単位（機械・設備、化学物質、作業環境、作業方法などの単位）で、

作業標準、作業手順書等をもとに危険性又は有害性を特定します。ただし、設備・原

材料の新規採用、変更などの場合には、作業標準、作業手順書などがない場合が多い

ので、この場合には、作業の手順を書き出した上で、それぞれのステップごとに危険

性又は有害性を特定することが必要です。 
 

次に、「ステップ２ 実施時期（２）定期の実施」では、すべてを対象として実施

することは現実的に困難なことから、例示した調査等の対象からリスクアセスメント

の実施が必要と認められる職場、作業、機械・設備などの単位ごとで、作業標準、作

業手順書等をもとに危険性又は有害性を特定し、段階的にリスクアセスメントを実施

することが望まれます。 
→ 資料集６ 参照  

 
危険性又は有害性を特定するに当たっては、「ステップ５ リスクの見積り」にお

けるバラツキや誤差を小さくするために、第１章の４で説明した労働災害に至るプロ

セスを想定しながら次のように具体的な表現をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なお、危険性又は有害性には、巻末の参考資料「危険性又は有害性等の調査等に関

する指針」の別添３に示す危険性又は有害性の分類例（148 頁）が示されていますが、

独自の分類を用いても可としています。 
→ 資料集７，８ 参照  

① 「～に、～と」       （危険性又は有害性） 
② 「～が」          （人） 
③ 「～するとき、～するため」 （危険性又は有害性と人が

接触する状態） 
④ 「～なので、～がないので」 （安全衛生対策の不備） 
⑤ 「（事故の型） ＋ （体の部位）を～になる、～する」 

（負傷又は疾病の状況） 

例） 廃棄物を選別しているとき、作業者が革手袋をしていないので、廃棄物に

混入している金属片で手を切る。 


